
掲載数 48

地区 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 川崎市 中２ 特別活動

いじめ防止教育
「いじめの四層
構造について学
ぶ」

　絵本「しらんぷり」の途中までを読み聞かせを行い、結末を生徒に予想させた。その
後、「いじめの四層構造」についてスライドとワークシートを用いて学び、少しでも良
い結末にするためにできることはないかを話し合った。加害者・観衆だけでなく、傍観
者もいじめの当事者であることに気づき、自分だったら何ができるか、どうするべきか
を真剣に考える生徒がいた。

絵本「しらんぷり」を活用
することで、具体的なイ
メージがもてた。
（参考資料）絵本「しらん
ぷり」、パンフレット「川
崎市差別のない人権尊重ま
ちづくり条例」

2 川崎市 中複合 特別活動

防災教育
「火事からいの
ちを守る」

　火災のとき、速やかに学校の校庭や体育館などの安全な場所へ避難することが最優先
となる。地震体験を行い震度６弱や６強の地震を体験し、実際に起こった場合を想定し
その時の行動を考えることができた。一次消火のための水消火器の訓練を代表生徒が行
い、火災が大きくならないための迅速な行動が必要なことを学んだ。普段の生活の中で
も、人のいのちを救うために自分たちに何ができるか考え出した生徒もいた。

講師は、消防署の職員。
地震体験車や水消火器を
使った訓練をすること
で、具体的なイメージが
もてた。

3 川崎市 中１ 特別活動 人権の大切さ

　人権オンブズパーソンの方の講演を聞き、子どもの権利の大切さや、つらいときには
一人で悩まず身近な大人や人権オンブズパーソンに相談できることを知ることができ
た。また、市民文化大使によるバイオリンの演奏と講話から命の大切さを学ぶことがで
きた。全体を通して、相手がどう感じるか、想像力を働かせて思いやることの重要性に
ついて考えを深めることができた。

・人権オンブズパーソ
ン
・市民文化大使

4 川崎市 中１ 特別活動
心の健康につい
て考えよう～リ
フレーミング～

　中学校に入学して約半年が経過し、日々うつりかわる人間関係のなかで「自分らし
さ」とは何かを考え始める発達段階である。自分や他者の長所を見つめると共に、短所
だと感じる部分をリフレーミングし、自己や他者を多面的に捉える活動を行った。活動
の中で、自分の長所が見つけられず自信のなかった生徒が、他者から長所を見つけて伝
えてもらう事で「自分の良いところを言ってもらえて嬉しかった」「良いところを伸ば
していきたい」など、肯定的に自分自身を捉えられるようになった。

指導案・教材を
健康指導部で作成
検討し、授業は
担任が行った

5 川崎市 中３ 特別活動

「命の教育　いの
ちの大切さ・素晴
らしさ」「思春期
の健康」について

　卒業を間近に控えた３年生に対し、生命について考え、生涯に渡り健康に過ごすこと
の大切さについて学ぶことをねらいとした。自分だけでなく、相手のことを大事にする
心を育て、新しいいのちの誕生と生まれてくる唯一無二のいのちの重さについて考えを
深めた。講師を呼び、講演会形式で行った。

ベビーアイ母乳育児相
談室助産師
地域支援課保健師

令和３年度　いのちの授業　事例集（中学校）【特別活動】



6 相模原市 中２ 特別活動 特別活動

　事前準備として、「名前の由来」「生まれた時のエピソード」は、様々な家庭環境の
生徒がいる事を考慮し、可能な生徒のみ保護者に聞いてくるように学級で指導した。
　内容は、助産師の仕事の説明、受精卵から出産までの胎児の成長過程、胎盤の模型か
ら赤ちゃんが出てくる様子の説明、妊婦さんも連れてきていただき、生徒・教員・妊婦
さんの赤ちゃんのの心音を聞き比べ、名前の由来・生まれた時のエピソードを生徒に発
表してもらい、何のために生きているのか、命とは何かを考えた。

講演会
講師は助産師

7 相模原市 中２ 特別活動 思春期の性
・赤ちゃん人形を使って、赤ちゃんの重さを実感する。
・受精卵の大きさを確認する。
・お母さんの出産時の感想を紹介する。

市職員保健師
※今年度はコロナ禍により
派遣事業が中止となり、養
護教諭が同様の内容で実践
予定。

8 相模原市 中複合 特別活動
防災教育
「災害から命を
守るために」

　地域の特性上、土砂災害の恐れがあることから、その種類や特徴、避難のための心得
などを伝え、動画教材で過去に起こった台風や洪水、土砂災害などの風水害について学
んだ。風水害での被害の大きさや怖さに、驚く様子が見られた。その後、災害発生時を
想定した避難訓練・集団下校訓練を行った。集団下校訓練では災害時に危険が想定され
る箇所を生徒と教員で確認しながら通学路を歩いた。生徒たちは、普段何気なく歩いて
いる場所にも危険が潜んでいることを知り、災害時には近づかないようにしようと危機
意識が高まった。

中１～中３全校生徒で
実施。
VTR「災害 その時を生
きのびるために～風水
害編～」を使用。

9 相模原市 中複合 特別活動
いのちの話
「生きるための
心の健康」

　思春期にあたる中学１～３年生の生徒を対象に、「いのちの話」という演題で外部講
師に講演を依頼した。命のはじまり、思春期のこころとからだ、「こころ」「愛」、将
来の夢を叶えるために、というテーマで話をしていただいた。特に、思春期に起こるこ
ころとからだの変化についての話や、講演の中で行った「他の人から自分の良いところ
を教えてもらおう」という活動が生徒の印象に残ったようだった。「自分を大切にしよ
う」という講師のメッセージが心に響いた生徒も多く、こころの健康についての知識が
身についたとともに、自己有用感の醸成につながった。

中１～中３全校生徒で
実施。
講師：子育て支援セン
ター保健師

10 相模原市 中複合 特別活動 集団下校訓練

　災害及び周辺地域における重大事件による影響が予想される事態に対し、全校生徒が
身の安全を確保しながら速やかに集団下校できるよう、訓練を実施した。集合前に、学
級において、集団下校が行われる条件、避難場所、避難方法、注意点などを指導した。
その後、グラウンドに地区ごとに集合し、点呼を行い、教員が先導してそれぞれの地区
まで集団下校させた。下校時、通学路の危険箇所を確認するなど、いざというときのた
めの心構えが生徒に醸成され、自分の身は自分で守るという意識が向上した。

実施は全校で一斉に
行った。



11 横須賀市 中複合 特別活動
学校における自
殺予防プログラ
ム「GRIP」

　GRIPの授業を行う前に、教員向けゲートキーパー研修(子どもから自殺や自傷といった
深刻な問題について相談された時の基本的な対応方法)を行った。授業は全５回行った。
第１回目の授業では、自分の気持ちの気づき「マインド・プロファイリング」、第２回
では対処スキルの理解・習得「マインド・ポケット」第３回では自分の感情の伝達
「KINO」第４回、第５回では、相談の理解・体験「シナリオ・コンテスト①、②」の活
動を学級で取り組んだ。

授業者は各学級の担任。１
年～３年の全クラスで実
施。HRの時間を使い、４月
～７月の期間で全５回授業
を行った。
養護教諭の指導案をもとに
ワークシートを使った学
習。

12 横須賀市 中３ 特別活動
デートDV予防教
育と命の誕生

　デートDVについて、資料や養護教諭の話を聞き、自分自身を大切にすること、お互い
の気持ちを尊重しあえるコミュニケーションを学習した。命の誕生では、出産がどのよ
うなものか、自分の生命の尊さを学習した。また、人間だけでなく、様々な生物が生き
るための素晴らしさを考えることができた。振り返りでは自分が生まれてくることはす
ごい事だと感じるだけではなく、命を大切にしようと考えた生徒が多数いた。

講師は本校の養護教
諭。

13 横須賀市 中３ 特別活動 薬物防止講演会

　体育の授業で薬物を使用することでの身体への影響、依存してしまう恐ろしさなどを
学んだうえで講演会に参加した。講演会では実際に薬物依存症に陥ってしまった人の話
を聞いた。その方の最初の使用から治療期間の間の話。その方の人生を知り、改めて一
度でも使用してしまうとやめることができない難しさを知った。
授業、実際の話を聞き薬物に対してどのような行動をとっていくべきか考えた。

講師：横浜ダルクケア
センター

14 湘南三浦 中複合 特別活動 防災教育
　臨機応変に避難経路を変更できるようにすることを目的として、全校生徒を対象に火
災を想定した避難訓練を行った。予定していた避難経路中に火災現場を設定し、自分で
その場で避難経路を選択できるようにした。

全校生徒対象

15 湘南三浦 中複合 特別活動 防災教育
　実際の大地震を想定し、それに直面しても迅速に避難できるようにすることを目的と
し、全校生徒対象に避難訓練のショート訓練を行った。３日間、どこかの授業中に予告
なしで緊急地震速報を放送で流し、一次避難をする訓練を行った。

全校生徒対象

16 湘南三浦 中１ 特別活動
みんなが楽しめ
るって、どうい
うこと？

　①事前学習として、いろいろな人（障がい等）がいる。みんな違う私たちが一緒に生
活するためには、どうしたら良いのかを、様々な事例を見ながら考えた。平等とは？公
平であるためには！→ボッチャについて説明した。
　②体育館で、ボッチャをやってみる。クラスごとに班に別れてゲームをやってみた。
事後に感想を記入した。

プリント
ボッチャ



17 湘南三浦 中複合 特別活動
いのちを大切に　
する防災教育

　宮城県の大川小学校で津波被害で娘さんを失った講師である佐藤先生は女川町の中学
教員でもあり、父として、また教員としての立場から「命を救う条件は『時間・情報・
手段・想定』である、また、『判断と行動』が伴わなければならない」と教えていただ
いた。どれだけ本気で 「いざというときの『備え』」をするか。生徒たちは講師の話を
聞いて、心を揺さぶられ涙を浮かべながら聞き入っており、当たり前にあるようにみえ
るがかけがえのないいのちや家族を大切にしよう、という感想が多く見られた。

全学年対象
スマートサプライビ
ジョン特別講師

18 湘南三浦 中２ 特別活動

思春期教育
「思春期のここ
ろとからだ～自
分を大切に」

　思春期の心とからだの変化、妊娠から出産までの経緯，生命の尊さ、望まない妊娠、
性感染症、自分を守ることの重要性についての講義を聴き、感想を書いたり、他の人の
感想を読んでさらに自分の考えを深めた。今まで思春期について深く考えたことのない
生徒も自分自身のこととして受け止め、いのちの大切さ自分を大切にし、周囲も大切に
することを実感した生徒が多く見られた。

藤沢市役所子ども健康
課、藤沢市保健所保健予
防課職員
１年から３年まで全学年
でそれぞれの発達や学び
に応じて実施する

19 湘南三浦 中３ 特別活動

防災学習
（水消火器使用
体験・担架搬送
体験）

すすんで地域に貢献する生徒の育成を目指して、地域の方々を講師として招き、防災
学習の重要性を学習し、非常時の行動について体験した。非常時にいのちを守る行動の
重要性を再確認することができた。

第３学年教員
地域の方々

20 湘南三浦 中複合 特別活動
防災教育
「火災からいの
ちを守る

全校生徒一斉に避難訓練を行った。火災発生時、規律ある行動をとることにより、自
分や周りの人のいのちを守ることを意識しながら安全に避難することを目的に実施し
た。事前学習では、火災の恐ろしさや身を守る具体的な方法を映像資料を用いて確認し
た。これを踏まえた上で実施することにより、訓練中も実際の火災を想定して、具体的
な身を守る行動を実践することができた。

・各クラス担任が授業
をした。
・全体の場では防災担
当が指導した。

21 湘南三浦 中２ 特別活動

いのちの授業Ⅱ　　　
①「いのち」の偶然
性、有限性、連続性
について考えを深め
る。　　　②「いの
ち」は尊いものであ
り、自己の「いの
ち」を大切にするこ
ころを育むと共に自
尊感情を高められる
ように促す。

助産師を講師に招き、２学年に講演していただいた。赤ちゃん人形の抱っこ体験、聴
診器を使い自身の心音を聴く、マタニティジャケット着用体験等も実施した。内容の流
れは①自分の命の始まりを知る。②母のおなかの中で、自ら頑張って大きくなったこと
を知る。③自分自身が「生きる力」を持っていることに気づく。④自己肯定感を高め
る。⑤「いのち」について考えるきっかけを作る。⑥家族内で話題にし、生きるための
足がかりとする。

この授業をとおして、生徒一人一人が命の大切さについて、深く考えることができ
た。

講師 湘南助産師会

22 県央 中１ 特別活動
自分を大切にし
よう～ストレス
対処～

　生活の中で感じるストレスの概要について学び、生徒の間でストレスを感じてつらい
気持ちになってしまったときにどのように対処しているかを伝え合うことで対処方法の
幅を広げた。今後に向けてＳＯＳの出し方、友達の相談に乗ったときの対応などの援助
希求行動について考えた。

学級担任による授業
(参考資料）東京都教育
委員会指導資料「ＳＯＳ
の出し方教育」



23 県央 中２ 特別活動

大切な体と心を
守るために～よ
りよい関係をつ
くろう～

　性暴力の加害者、被害者、傍観者にならないようにするため、自分と相手を守る体と
心の「距離感」、性暴力とは何か（デートＤＶ、ＳＮＳを通じた被害の例示）、性暴力
被害にあった場合の対応等の知識を学んだ。よりよい人間関係について、自分と相手を
大切にすることや「嫌なことは嫌」と伝えることの大切さを感じた生徒が多くいた。ま
た事例を通して、ＳＮＳの使い方を気をつけたいという考えを見出した生徒もいた。

学級担任による授業
(参考資料）文部科学
省「生命の安全教育」

24 県央 中複合 特別活動 自他を認める

【学級活動を通した行事への取り組み】
◆価値観の違いや得意分野の違いが合わさることで、深い
　話し合いが出来たり、素晴らしい作品が出来たりする
　ことを体験する。
＜運動会（10月）＞　全校対象
　・ビーイングを活用した目標設定と取り組み
＜合唱（１月）＞　１、２年生対象
　・価値観の違いを段階的に協議しながらクラステーマを
　　設定していく。

全校生徒を対象

25 県央 中複合 特別活動
防災教育
「火災からいの
ちを守る」

　地震が起きたとき、家具の倒壊などで火災が発生するケースが多く報告されている。
そして、火災のときに命を落とす原因の多くは、煙に巻き込まれることである。自分や
周りの人の命を守るために、火災が発生したときどのような行動をとるべきなのかを、
消防局が実演・講義している動画をみて、有事の際に必要な知識を身につける機会を設
定した。

福岡市消防局公式動画
「けむりの怖さとその対
処法」
全学年が各クラスで実施

26 県央 中複合 特別活動
思春期メンタル
ヘルス講演会

　全校生徒にリモートで『ネット社会を生き抜く力　コミュニケーションを学ぶ』とい
う演題で日本思春期学会理事のインターネットポリシースペシャリストの先生から講演
頂いた。思春期の心の健康を中心に、自分がつらい時や自分の身近な人がつらそうな
時、どのように対処することができるのかを考え、学びを深めた。

・全校生徒を対象
・日本思春期学会理事の
インターネットポリシー
スペシャリストを招聘
し、講演頂いた。

27 県央 中１ 特別活動
防災教育
「防災ウォー
ク」

　いざ災害が起こった時にどのように行動すればよいのか判断できる力を身に付けるこ
と、学区内にある災害時に役立つ物や場所、危険な箇所を確認することを目的とし、学
区内の防災のポイントを実際に歩いて巡って確かめた。そして、自分たちの住んでいる
地域の特徴を理解し、実際に起こりうる災害を想定したハザードマップを完成させた。

各担任と学年職員

28 県央 中複合 特別活動
防災教育
「火災からいの
ちを守る」

　調理室で火災が起こった場合、避難の仕方を自教室や移動教室など想定して考えた。
話し合いの中で、「いのちを守る」ために、どう行動したらいいのか考えることができ
た。動画を視聴して、火事の時、煙に巻き込まれないためにできることを初めて知った
生徒が多く見られ、学びとなった。

YouTube　【福岡市消防局公
式】【現役消防士が教え
る】煙のこわさとその対処　
～ONLINE来館　火災編～
全学年で実施



29 県央 中１ 特別活動 性教育

　生命の誕生について、実際に誕生したときの大きさを画用紙に針を通して表し、その
大きさを体感した。いのちの誕生から今まで、どれだけ大きくなったか実感した。動画
を視聴し、赤ちゃんがどのように母親のおなかの中で成長しているか学び、パワーポイ
ントで妊娠している母親の子どもに対する想いを知る機会にできた。自分のいのちはも
ちろんのこと、他の人たちのいのちもかけがえのないものであることを確認することが
できた。

NHK for School
　人のたんじょう

30 県央 中３ 特別活動 国際理解

　13歳の少女ハンナ・ブレイディの生涯を通して、ホロコーストの歴史をたどった。
「ユダヤ人に生まれた」というだけで600万人が殺され、様々な自由をうばわれ、規則を
守らなければ家族までもが罰せられるような歴史から人権、いのちの大切さについて学
んだ。

特定非営利活動法人
ホロコースト教育資料
センター理事長

31 県央 中複合 特別活動
避難訓練におけ
る防災への意識
改善

　４月は、避難経路と避難隊形、集団下校時の経路の確認を行った。９月は、教室にい
る際に地震が起きたことを想定して、周囲の状況の確認、安全確保のための行動を考え
させた。11月は、授業中に急な火災が発生した場合に安全に素早く避難するための避難
経路を考えさせた後に実際に避難をさせた。生徒は、自身が考え行動する訓練を行った
ことで「自分の身（命）は自分で守る」という意識が高まった。また、予告のない訓練
を行うことで実際の場面に近い状況下での行動を知ることができた。

４月、９月、11月に全
学年で実施した。

32 県央 中１ 特別活動
健康教育
～いのちの大切
さ～

　全学年で行っている性教育のなかで、一学年では「いのちの大切さ」をテーマに学級
活動を２時間実施した。
　１時間目は、助産師による講演を中心に、主に性に関する誤った認識への指導と生命
誕生についての話をして頂いた。２時間目は教員から、出産や育児についての話と妊婦
体験、赤ちゃんのだっこ体験をクラス毎に実施した。

講師は、助産師。
妊婦体験セットを着用する
ことで、お腹の中に赤ちゃ
んがいるときの気持ちを体
感することができた。赤
ちゃん人形をだっこするこ
とで、小さな命の大切さを
学ぶことができた。

33 中 中複合 特別活動 人権メッセージ

　1～3学年各クラスで、全員の生徒に人権に関するメッセージを書いてもらいました。
担任に選んでもらい、各クラスの代表のものを昇降口に掲示して、みんなに見てもらい
ました。中学2年生の作品例「今年オリンピック・パラリンピックが開催されていて、テ
レビで見たんですけど、いろんな国の人たちが同じルールで平等に戦っていたのを思い
出して、世の中も平等にすれば差別も貧困も少しは良くなるんじゃないかな？と思いま
した。」

34 中 中２ 特別活動 性教育
　受精の仕組みや男性・女性それぞれの思春期における変化等を踏まえた上で、命の尊
さ大切さについてふれることを中心にしながらも、望まない妊娠、エイズ、性感染症の
予防等についても講演をしていただいた。

講師は、学校医。学校医
が作成したスライドに
沿って講演を実施。



35 中 中複合 特別活動
防災教育「命を
守る行動を身に
つける」

　６月に実施した避難訓練では避難時の動きが遅い生徒が見られ、訓練を行うことの大
切さを意識するような指導が必要との意見があった。そこで今回の避難訓練では事前指
導を行い、訓練の目的である「命を守る行動を！」を明確に示した。そして安全かつ迅
速な避難行動と「安全確保行動（シェイクアウト）」を説明し、避難経路を確認した後
に訓練を実施した。また今回は緊急事態宣言下での訓練のため、学年ごとに集合場所を
分散した結果、スムーズに避難することができ、完了までの時間を短縮することができ
た。

プリントを配付し、訓練
の目的である「命を守る
行動を！」について指導
した。また安全確保行動
（シェイクアウト）の図
解を見ることで、具体的
な行動が理解できた。

36 中 中複合 特別活動
いじめ防止プロ
グラム

　クラスごと評議委員を中心に、いじめの場面のロールプレイを行った。今年度はSNSい
じめなどを題材にし、それをクラス全員で見ながら、いじめを見かけたときに、どのよ
うな方法で止めることができるか、相手に嫌なことを言われたり、されたりしたとき
に、どう相手へ返すべきか、等を発表し合った。
　いじめに対しては、傍観者にならず、毅然とした態度で止めに入ること、いじめを受
けた生徒は、自分の気持ちを相手に伝えることの大切さを確認した。

アドバイザーとして、
教育心理学の研究者を
を招き、助言をいただ
いた。

37 中 中複合 特別活動

地震からいのち
を守る「過去の
大地震から初期
行動を学ぶ」

　日本で起きた多きな地震を参考に、学校において、それぞれの場所ごとに自分の身を
守る方法を考えさせ、その後、シェイクアウト訓練を実施し、地震発生初期の行動を実
践し、正しい行動で自らの命を守れるようにする。

クロームブックで「地震災
害の確認」「シェイクアウ
ト訓練の意義」を学び「地
震から自分の身を守ろう」
の教材で確認した。

38 中 中複合 特別活動
生徒が中心とな
りいじめ０を目
指す。

　全校生徒からアンケートを取り、誰もが嫌な思いをしない学校づくりを目指し、生徒
会本部が本校の課題、現状、改善する点を集会で話す。その後、主に「傍観者」に視点
をあてた動画を見せて、全体で考えてもらい、いじめを無くす取り組みを生徒会本部を
中心に１年間行っていく。

帝京平成大学の先生に監修
とご指導をいただきなが
ら、生徒会本部の原稿、資
料の作成を行う。集会当日
も生徒の意見を基に、大切
なことをお話しいただく

39 県西 中複合 特別活動
平和集会の実施
による人権意識
の醸成

　生徒会総務役員を中心に、生徒主体で企画・運営する全校集会「平和集会」を実施し
ている。
　７年前に、本校の生徒会本部役員が市の事業で広島を訪問し、記念行事に参加すると
ともに「アオギリ２世」の苗木をいただいてきた。中庭に植樹されたアオギリと、当時
の在校生全員が平和のこと、未来について考えたことを今も継承している。
　生徒は、今中学生の私たちができることとして、次のような内容を挙げ、発表した。
・核兵器の恐ろしさをきちんと知ること。
・戦争のない世の中は当たり前ではなく、心から大切であると思うこと。
・この平和をずっと大切にしようと思うこと。
・自分の利益や徳になることだけを考えたりしないこと。
・相手を思いやり、相手の気持ちを考えること。



40 県西 中２ 特別活動
「発達障がいの
理解について」

　支援を必要とする人々の理解を深めるために、「文字が読みにくい」、「手先がうま
く使えない」、「目が見えにくい」人の体験をした。音読やビーズの糸通しなど、普段
不自由なく行えることが困難に感じるという体験を数名の生徒が代表で行った。また、
感覚過敏の人の視点から撮影された動画を視聴し、想像以上の大変さに驚く様子が見ら
れた。授業の終わりに支援の必要な人との関わりについて考えた。

講師：特別支援級の担
任

41 県西 中複合 特別活動
食育「肉が食卓
に届くまで」

　全国食肉事業協同組合連合会作成の紙芝居動画を通して肉が家庭の食卓に届くまでの
過程を視聴学習し、わたしたち人間が動植物の命を食してこそ生きることができると学
んだ。生徒に感想を聞くと、なぜ食事のときに、「いただきます。」「ごちそうさ
ま。」を言うのかがわかったという意見が多かった。また野菜や魚と違って、かなり細
かく解体・加工されてしまうことを知り、食べ残すことは酷いことだという意見もあっ
た。

特別支援学級・全肉連
による作成動画「肉が
食卓に届くまで」

42 県西 中複合 特別活動
不審者対応防犯
訓練

　令和３年度学校計画 危機管理マニュアルに沿って、不審者が校舎へ侵入して各階に上
がった時を想定し、その時の生徒の対応方法を確認した。
具体的な指導内容
①不審者発見の際に流れる校内放送の意味を確認した。
②簡易バリケードを作成した。
③ドアのガラスに布を多い、外から見えない状態にした。
④ベランダのカギは開けて、万一の際の避難経路とした。
⑤ヘルメットを被らせ、荷物を抱えさせた。
⑥次の指示が出るまで、冷静でいるように指導した。
　生徒の振り返りアンケートによると「命を守る行動について学習できた。」と多くの
生徒が記入していた。

・職員が不審者になって
校内を歩き回ったり、教
室内に侵入しようとした
りして、臨場感ある訓練
を行うことができた。
・事前に簡易バリケード
の写真があったので、作
成しやすかった。

43 県西 中２ 特別活動 命の大切さ
　自他の生命の大切さと、性を尊重していける生徒を育成することを目的に、小田原市
立病院の助産師さんより講話をいただいた。性のメカニズムや、性差別、望まない妊娠
など、多岐にわたりお話していただいた。

対象学年：中２
講師：小田原市立病院　
　　　助産師

44 県西 中複合 特別活動

①人権教育
「多様な性に関
する講演会」
②防災教育
「防犯訓練」

　①昨年度に続き、トランスジェンダーとして様々な分野で活躍されている方を招聘
し、多様な性の在り方について講演をしていただいた。生徒は、様々な性の在り方を受
け入れられる社会や心を育むことの大切さを学ぶとともに、質疑応答では活発なやりと
りを行うことができていた。事後アンケートでは、講演に対する感謝や応援の他、LGBTQ
についてもっと学びたいと記入する生徒が多く見られた。
　②不審者が校内に侵入した想定で、全生徒の避難訓練を行った。昨年度は教室前に現
れた想定で行ったが、「そこまで侵入させないことが大事である」という警察の指導の
もと、職員室前で不審者を止め、説得する訓練を実施した。避難後の講評では、警察の
方から実際に起きた事件の例などを聞くことができた。事後アンケートでは、危機管理
意識の高まりを感じる回答が多く見ることができた。

各学年１時間ずつ講話
小田原警察署防犯少年
係スクールサポーター
全学年一斉実施



45 県西 中複合 特別活動

①防災教育
「避難訓練
（火災想定）」
②防災教育
「シェイクアウ
ト訓練」

　①理科室周辺から出火との想定で、避難訓練を行った。避難指示の放送の前に、各教
室で火災発生時の避難方法、避難時の注意点などを確認した。校庭への避難、人数確認
はスムーズに進み、ふざけたり騒いだりする生徒も見られなかった。
　②５時間目の授業最初の５分を使って、生徒に事前告知せず実施した。１年生は初め
てで多少の混乱は見られたが、帰りの学活で振り返りを行うことで、緊急時の行動を学
ぶことができた。

防災担当職員を中心に
全職員で対応
全学年一斉実施
防災担当職員を中心に
全職員で対応
全学年一斉実施

46 県西 中複合 特別活動
防災教育「地震
から命を守る」

　導入で、「もし、今大地震が起きたらどうなるか」を考えさせ、身近にある危険につ
いて考えた。その後、ＤＶＤを視聴しながら、「地震等の災害への備えとして、自分が
していること・これからしていきたいことは何だろう。」「地域の一員として、中学生
である自分たちにできることは何だろう。」ということを考えさせ、学級で意見を共有
した。最後に、教師のまとめとして、各担任から自分自身が意識していることや備えて
いることを話した。生徒たちは、自分の命を守るという意識を持ち、地震や津波の際に
必要な行動や備えについて真剣に考えていた。

全学年、学級教室で実
施。
ＤＶＤ「大地震と津波に
備える」ＮＨＫエンタプ
ライズ発行

47 県西 中複合 特別活動 いじめ

　NHK　for Schoolいじめをノックアウト「どんな勇気なら、出せるだろう…？」の動画
を、各教室で視聴した。その後、動画内の主人公のいじめを気づかせた一言について、
生徒たちが考えた。そこから、ペアやグループでシェアし、考えを深めた。生徒たちは
授業を通して、いじめを気づかせる勇気の大切さや自分の意志で行動を変えることの大
切さについて、考えた。

指導者：各学級担任
参考教材：NHK for 
Schoolいじめをノックア
ウト「どんな勇気なら、
だせるのだろう…？」

48 県立 中３ 特別活動 心の健康教室

　コロナ禍での講演会開催のため、各HR教室にテレビモニターを設置してオンライン講
演会という形式で実施した。思春期講話として「自分の人生を大切に。自分らしく生き
ていくために」というテーマで思春期の心について講演していただいた。思春期特有の
悩みにどう対応すべきか生徒それぞれが考える機会となった。

東京医療保健大学　医
療保健学部　　　　　
看護学科　教授


